
販
売
さ
れ
て
い
る
食
料
品
の

「
表
示
さ
れ
た
内
容
量
」
と

「
実
際
の
内
容
量
」
と
の
差

が
計
量
法
で
定
め
ら
れ
た
許

容
誤
差
内
に
あ
る
か
、
お
よ

び
「
内
容
量
」「
計
量
単
位
」

「
事
業
所
名
・
住
所
」
の
表

記
が
正
し
い
か
を
確
認
す
る

た
め
、「
夏
期
の
商
品
量
目
立

入
検
査
」
を
次
の
と
お
り
実

施
し
た
。

【
実
施
期
間
】2
0
1
7（
平

成　

）
年
6
月
1
日　

か
ら

29

（木）

7
月　

日　

ま
で

14

（金）

【
検
査
事
業
所
】
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
・
一
般
小
売
店

（
駅
ビ
ル
含
む
）・
食
品
製
造

所
等

【
検
査
対
象
】
主
に
食
肉
・

魚
介
・
青
果
・
惣
菜
等
で
、

内
容
量
を
表
記
し
た
特
定
商

品【
検
査
結
果
の
公
表
】
プ
レ

ス
発
表
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

の
掲
載
、
9
月
中
旬
頃
を
予

定

◇
ひ
ょ
う
量
が
2
5
0　

以
kg

下
の
は
か
り

▽
練
馬
区
＝
8
月　

日
〜　

30

11

月　

日
▽
台
東
区
＝
9
月
8

22
日
〜　

月　

日
▽
港
区
＝
9

10

26

月　

日
〜　

月　

日
▽
葛
飾

13

10

25

区
＝　

月　

日
〜
1
月　

日

10

24

19

▽
中
央
区
＝　

月　

日
〜　

10

26

12

月
7
日
▽
豊
島
区
＝　

月　
11

27

日
〜
1
月　

日
▽
千
代
田
区

26

＝　

月
8
日
〜
1
月　

日
▽

12

30

板
橋
区
＝
1
月　

日
〜 
3

17

月　

日
▽
品
川
区
＝
1
月　

28

29

日
〜
3
月　

日
▽
江
戸
川
区

20

＝
2
月
1
日
〜
3
月　

日
28

◇
ひ
ょ
う
量
が
2
5
0　

を
kg

超
え
2
ｔ
以
下
の
は
か
り
お

よ
び
都
が
指
定
し
た
事
業
所

▽
港
区
、
中
央
区
＝
9
月　
13

日
〜　

月
9
日
▽
豊
島
区
、

11

葛
飾
区
、
千
代
田
区
＝　

月
11

6
日
〜　

月　

日
▽
品
川

12

26

区
、
江
戸
川
区
、
板
橋
区
＝

　

月　

日
〜
3
月　

日

12

20

30

◇
ひ
ょ
う
量
が
2
ｔ
を
超
え

る
は
か
り

▽
荒
川
区
、
足
立
区
＝
9
月

1
日
〜　

月
1
日
▽
大
田

12

区
、
品
川
区
＝　

月
4
日
〜

12

2
月　

日
▽
葛
飾
区
＝
3
月

28

1
日
〜
3
月　

日
30

◇
環
境
計
量
器
の
計
量
証
明

検
査

▽
振
動
レ
ベ
ル
計
＝
9
月
4

日
〜　

月　

日
▽
大
気
濃
度

10

13

計
＝　

月
6
日
〜　

月
8
日

11

12

▽
ガ
ラ
ス
電
極
式
水
素
イ
オ

ン
濃
度
計
指
示
部
＝
1
月　
15

日
〜
2
月
9
日

◇
皮
革
面
積
計
の
定
期
検
査

お
よ
び
計
量
証
明
検
査  

▽　

月　

日
〜　

月　

日

10

16

10

20

　

東
京
都
計
量
検
定
所
で

は
、
中
元
期
に
あ
わ
せ
て
、

東
京
計
量
士
会

■
出
前
教
室

　

2
0
1
7
（
平
成　

）
年

29

度
の
出
前
計
量
教
室
は
、
募

集
を
早
め
て
6
月
、
7
月
に

4
校
で
す
で
に
実
施
し
ま
し

た
。

　

後
期
分（　

月
か
ら
2
月
）

10

　

校
が
下
記
の
通
り
決
ま
り

11ま
し
た
の
で
、
会
員
の
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

ご
協
力
で
き
る
方
は
東
京

計
量
士
会
あ
て
F
A
X
0
3

−

5
6
8
3−

1
1
2
2
、

E
メ
ー
ル to
k
e
isi-in

fo

@
to
k
e
ik
y
o
.o
r.jp

等

で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

【
月
日
、
区
市
、
学
校
名
、

学
年
、
内
容
、
の
順
】

▽　

月　

日　

、
青
梅
市
、

10

10

（火）

第
六
、
6
年
、「
棒
は
か
り
を

作
ろ
う
」
▽　

月　

日　

、

10

18

（水）

清
瀬
市
、
清
瀬
第
八
、
6
年
、

「
棒
は
か
り
を
作
ろ
う
」
▽

　

月　

日　

、
小
平
市
、
小

10

25

（水）

平
第
九
、
6
年
、「
棒
は

か
り
を
作
ろ
う
」
▽　

月
11

　

日　

、
杉
並
区
、
東
田
、

22

（水）

4
年
、「
い
ろ
ん
な
温
度

を
は
か
ろ
う
」
▽　

月　
11

28

日　

、
台
東
区
、
浅
草
、

（火）
4
年
、「
い
ろ
ん
な
温
度

を
は
か
ろ
う
」
▽　

月
4

12

日　

、
八
王
子
市
、
船
田
、

（月）
5
年
「
棒
は
か
り
を
作
ろ

う
」
▽　

月
4
日　

、
八

12

（月）

王
子
市
、
船
田
、
4
年

「
い
ろ
ん
な
温
度
を
は

か
ろ
う
」
▽　

月　

日　

、

12

19

（火）

足
立
区
、
加
平
、
4
年
、「
い

ろ
ん
な
温
度
を
は
か
ろ

う
」
▽
2
0
1
8
年
1
月

　

日　

、
八
王
子
市
、
由

18

（木）

井
第
二
、
6
年
、「
棒
は

か
り
を
作
ろ
う
」
▽
1
月

　

日　

、
新
宿
区
、
西
戸

30

（火）

山
、
6
年
、「
棒
は
か
り

を
作
ろ
う
」
▽
2
月
5
日

　

、
多
摩
市
、
豊
ヶ
丘
、

（月）6
年
、「
売
っ
て
い
る
物

の
重
さ
調
べ
」
▽
2
月
8

日　

、
世
田
谷
区
、
武
蔵

（木）
丘
、
6
年
、「
単
位
の
は

な
し
、棒
は
か
り
を
作
ろ
う
」

日
本
硝
子
計
量
器

工
業
協
同
組
合

6
月
▽
2
日　

＝
都
計
協
、

（金）

総
会
出
席
。
▽
9
日　

＝
理

（金）

事
会
開
催
。
経
済
産
業
省
の

新
担
当
者
と
意
見
交
換
、
5

月
開
催
の
理
事
会
議
事
録
の

確
認
、
総
会
会
計
報
告
、
月

次
会
計
報
告
に
つ
い
て
。
▽

　

日　

＝
計
量
記
念
日
組
織

12

（月）

委
員
会
出
席
。
▽　

日　

＝

23

（金）

都
計
協
、運
営
委
員
会
出
席
。

7
月
▽　

日　

＝
理
事
会
開

14

（金）

催
。
6
月
開
催
の
理
事
会
議

事
録
の
確
認
、
月
次
会
計
報

告
、
日
本
計
量
新
報
広
告
掲

載
に
つ
い
て
、
水
銀
製
品
製

造
申
請
の
仕
方
に
つ
い
て
、

都
民
計
量
の
ひ
ろ
ば
に
つ
い

て
。
常
会
開
催
。
日
本
計
量

新
報
広
告
掲
載
に
つ
い
て
、

水
銀
製
品
製
造
申
請
の
仕
方

に
つ
い
て
、
都
民
計
量
の
ひ

ろ
ば
に
つ
い
て
。
▽　

日　
21

（金）

＝
都
計
協
理
事
会
出
席
。

（「
ガ
ラ
ス
製
温
度
計
を
ご

利
用
の
皆
さ
ま
へ
」
は
⑧
面

に
掲
載
）

　

2
0
1
7
（
平
成　

）
年

29

7
月　

日　

、
東
京
都
計
量

14

（金）

検
定
所
2
階
会
議
室
A
、
B

で
適
正
計
量
管
理
主
任
者
養

成
講
習
会
（
生
産
関
係
）
を

開
催
し
た
。　

受
講
者
は
東

京
都
内　

事
業
所　

名
と
本

10

33
年
度
も
盛
況

だ
っ
た
。

　

は
じ
め
に

東
京
都
計
量

協
会
計
量
管

理
研
究
部

会
・
会
長
の

小
林
悌
二
氏

に
よ
る
開
会

あ
い
さ
つ
が

あ
り
、
講
習

に
入
っ
た
。

　

講
習
内
容

は
以
下
の
と

お
り
。

　

計
量
法
の

（1）あ
ら
ま
し
と

適
正
計
量
管
理
事
業
所
制
度

に
つ
い
て
（
講
師
：
東
京
都

計
量
検
定
所
管
理
指
導
課
統

括
課
長
代
理
山
本
研
一
氏
）

①
計
量
法
の
あ
ら
ま
し
（
a

計
量
法
の
目
的
、
b
計
量
法

の
体
系
、
c
定
義
、
d
計
量

の
基
準
、
e
適
正
な
計
量
の

実
施
）
と 
②
適
正
計
量
管
理

事
業
所
制
度
（
a
適
正
計
量

管
理
事
業
所
の
計
量
管
理
、

b
適
正
な
計
量
管
理
と
は
、

c
計
量
管
理
規
程
、
d
計
量

士
の
責
務
、
e
適
正
計
量
管

理
主
任
者
の
職
、
f
適
正
計

量
管
理
事
業
所
の
メ
リ
ッ

ト
、
g
適
正
計
量
管
理
事
業

所
の
罰
則
）
に
関
す
る
詳
細

な
講
習
が
実
施
さ
れ
た
。

　

筆
記
試
験
（
講
習
内
容
に

（2）つ
い
て
）（ 
担
当
：
東
京
都

計
量
検
定
所
管
理
指
導
課 

統
括
課
長
代
理
山
本
研
一

氏
）

　

製
造
業
に
お
け
る
計
量
管

（3）理
（
講
師
：
東
京
都
計
量
協

会
計
量
管
理
研
究
部
会
事
務

局
竹
添
雅
雄
氏
）

　

正
確
な
計
量
・
計
測
の
必

要
性
、国
際
整
合
性
の
確
保
、

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
、
適
正

計
量
管
理
事
業
所
、
最
小
測

定
量
と
最
小
計
量
値
、
質
量

計
の
管
理
、
そ
し
て
計
量
制

度
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
製

薬
会
社
勤
務
時
代
に
培
っ
た

経
験
を
踏
ま
え
、
事
例
を
交

え
た
講
演
が
お
こ
な
わ
れ

た
。

　

実
習
（
は
か
り
の
検
査
方

（4）法
）（
講
師
：
東
京
都
計
量
協

会
計
量
管
理
研
究
部
会
計
量

士
〔
和
田
俊
之
氏
、
小
林
悌

二
氏
、
吉
田
俊
夫
氏
、
安
斎

正
一
氏
、
奥
村
和
代
氏
、
畠

山
彰
氏
〕）

　

受
講
生　

名
が
5
班
に
分

33

か
れ
、「
は
か
り
の
検
査
方

法
」を
計
量
士
の
指
導
の
下
、

各
受
講
生
が
実
際
に
実
用
基

準
分
銅
を
用
い
て
、
質
量
計

の
検
査
方
法
を
習
っ
た
。　

　

検
査
項
目
は
、
J
I
S 
B

7
6
1
1−

2
に
基
づ
き

①
外
観
検
査
②
機
能
検
査
③

器
差
検
査
④
感
じ
の
検
査 

⑤
同
一
質
量
に
よ
る
繰
り
返

し
検
査
⑥
偏
値
誤
差
の
検
査

⑦
風
袋
引
き
後
の
器
差
検
査

を
実
施
し
た
。

　

筆
記
試
験
の
解
説
お
よ
び

（5）講
評
（
担
当
：
東
京
都
計
量

検
定
所
管
理
指
導
課
統
括
課

長
代
理
山
本
研
一
氏
）

　

試
験
問
題
に
関
す
る
解
答

の
説
明
お
よ
び
正
解
率
が
紹

介
さ
れ
た
。
今
回
は
全
員
合

格
で
あ
っ
た
。

　

お
わ
り
に
、
東
京
都
計
量

協
会
計
量
管
理
研
究
部
会
・

副
会
長
の
吉
田
俊
夫
氏
に
よ

る
閉
会
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

2
0
1
7
（
平
成　

）
年
度

29

適
正
計
量
管
理
主
任
者
養
成

講
習
会
（
生
産
関
係
）
は
無

事
終
了
し
た
。

部
会
・
団
体

だ
よ
り
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No.256 適
正
計
量
管
理
主
任
者
養
成
講
習
会
開
催

7
月　

日
、東
京
都
計
量
検
定
所
で

14

都検定所

夏
期
の
商
品
量
目
立
入
検

査
を
実
施

都検定所

2
0
1
7（
平
成　

）年
度
下
半
期

29

は
か
り
定
期
検
査
等
の
予
定

都検定所

お
知
ら
せ
と
お
願
い

　

こ
の
「
特
集
・
と
う
き
ょ
う

の
計
量
」
は
隔
月
（
偶
数
月
）

に
発
行
し
、
東
京
都
計
量
協
会

の
会
報
に
代
わ
る
も
の
と
し
て

全
会
員
に
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
皆
様
の
ご
投
稿
・
ご
意
見

・
ご
質
問
の
ほ
か
、
各
部
会
等

の
動
き
な
ど
是
非
お
寄
せ
下
さ

る
よ
う
、
ご
支
援
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

【
編
集
委
員
（　

音
順
）】

50

▽
石
井
康
二
▽
大
木
朗
▽
北
野

芳
男
▽
坂
本
雅
広
▽
高
田
慎
吾

▽
高
松
宏
之
▽
竹
内
健
治
▽
竹

添
雅
雄
▽
奈
良
広
一
▽
物
江
稔

▽
横
山
守
二

（
一
社
）
東
京
都
計
量
協
会
緯

0
3
―
6
6
6
6
―
8
9
6
0



る
。「
南
極
観
測
船
し
ら
せ
5

0
0
2
」
は
1
9
8
1
年
に

進
水
し
第　

次
か
ら
第　

次

25

49

ま
で
の　

年
間
南
極
地
域
観

25

測
隊
と
し
て
観
測
任
務
を
お

こ
な
っ
て
い
た
。
現
役
当
時

は
文
部
科
学
省
の
国
立
極
地

研
究
所
が
所
有
し
、
運
用
は

海
上
自
衛
隊
が
そ
の
任
に
当

た
っ
て
い
た
。
氷
海
を
航
行

す
る
の
で
通
常
の
艦
船
に
あ

る
ビ
ル
ジ
キ
ー
ル（
横
揺
れ
）

を
抑
制
す
る
フ
ィ
ン
が
装
備

さ
れ
て
お
ら
ず
、 
時
化 
の
時

し　

け

に
揺
れ
が
激
し
く
な
る
と
い

う
欠
点
が
あ
っ
た
。
2
0
0

1
年
の
航
海
で
は
暴
風
圏
を

通
過
中
、
左
に　

度
、
右
に

53

　

度
傾
い
た
動
揺
記
録
が

41残
っ
て
い
る
。　

回
の
南
極

25

　

計
量
器
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

協
会
は
、
7
月
6
日
に
第
1

回
研
修
見
学
会
を
開
催
し

た
。

　

今
回
の
見
学
先
は
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
薬
品
の
大
手
「
沢

井
製
薬
」
関
東
工
場
と
サ
ッ

ポ
ロ
ビ
ー
ル
千
葉
工
場
と

「
南
極
観
測
船
し
ら
せ
5
0

0
2
」
の
3
カ
所
。
今
回
の

参
加
者
は　

名
。
一
行
は
錦

20

糸
町
よ
り
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に

乗
り
沢
井
製
薬
の
関
東
工
場

へ
向
か
っ
た
。

　

沢
井
製
薬
は
、
研
究
開
発

に
費
用
と
時
間
が
か
か
る
新

薬
（
先
発
医
薬
品
）
開
発
を

手
掛
け
ず
に
、
特
許
が
切
れ

た
薬
品
に
特
化
し
て
効
き
目

や
安
全
性
を
確
保
し
つ
つ
、

ま
た
薬
価
を
抑
え
る
こ
と
が

で
き
る
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
（
後
発
医
薬
品
）」
の
開

発
に
勢
力
を
注
い
で
い
る
。

新
薬
と
し
て
そ
の
特
許
期
間

中
（　

〜　

年
）
に
効
き
目

20

25

や
安
全
性
は
十
分
に
確
証
さ

れ
て
い
る
薬
品
を
、
形
状
を

小
さ
く
し
た
り
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
処
理
等
で
苦
み
を
抑
え
た

り
と
飲
み
や
す
さ
を
追
求
す

る
こ
と
が
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬

品
の
特
徴
と
い
わ
れ
て
い

る
。
成
分
・
効
き
目
・
品
質

が
同
等
で
安
い
医
薬
品
と
い

う
わ
け
だ
。
日
本
の
医
療
費

は
お
よ
そ　

兆
円
（
2
0
1

40

3
年
度
）
あ
り
、
そ
の
う
ち

薬
剤
費
は　

％
以
上
と
い
わ

20

れ
て
い
る
。
政
府
は
2
0
2

0
年
度
の
な
る
べ
く
早
い
時

期
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
数
量
シ
ェ
ア
を　

％
以
上

80

に
す
る
目
標
を
掲
げ
、
薬
剤

費
削
減
を
目
論
ん
で
い
る
。

　

関
東
工
場
は
2
0
1
3
年

に
竣
工
し
た
最
新
工
場
で
シ

リ
ン
ジ
製
剤
と
内
服
固
形
製

剤
を
製
造
す
る
。G
M
P（G

o
o
d
M
an
u
factu

rin
g

P
ractice

）「
医
薬
品
等
の

製
造
管
理
及
び
品
質
管
理
に

関
す
る
基
準
」
を
遵
守
す
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
ア
メ
リ

カ
や
欧
州
の
厳
し
い
基
準
に

も
対
応
で
き
る
高
い
レ
ベ
ル

の
製
造
環
境
を
実
現
し
て
い

る
。
ま
た
、
ク
リ
ー
ン
な
環

境
を
維
持
す
る
た
め
「
フ

ロ
ー
ビ
ン
シ
ス
テ
ム
」
を
採

用
。
錠
剤
な
ど
を
搬
送
す
る

容
器
（
フ
ロ
ー
ビ
ン
）
の
工

場
内
で
の
輸
送
は
全
て
ス

タ
ッ
カ
ー
ク
レ
ー
ン
で
お
こ

な
い
、
人
と
モ
ノ
の
動
線
を

分
離
す
る
こ
と
で
自
動
化
・

省
人
化
を
推
進
し
て
い
る
。

一
行
は
2
班
に
分
か
れ
内
服

固
形
製
剤
の
製
造
設
備
を
製

造
工
程
に
沿
っ
て
約
1
時
間

の
見
学
を
お
こ
な
い
、
最
新

設
備
に
触
れ
、
そ
の
企
業
理

念
を
も
垣
間
見
る
こ
と
が
で

き
た
。

　

次
い
で
一
行
は
昼
食
を
は

さ
み
、
船
橋
市
の
サ
ッ
ポ
ロ

ビ
ー
ル
千
葉
工
場
へ
と
向

か
っ
た
。
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル

は
1
8
7
6
年
札
幌
で
開
拓

使
麦
酒
醸
造
所
を
開
業
し
た

こ
と
に
始
ま
る
。
翌
1
8
8

7
年
に
現
在
の
東
京
目
黒
区

に
、
日
本
麦
酒
醸
造
会
社
が

設
立
し
「
恵
比
寿
ビ
ー
ル
」

を
発
売
す
る
。
1
8
9
0
年

代
に
は
、
札
幌
、
日
本
、
大

阪
（
旭
ビ
ー
ル
）、
麒
麟
麦
酒

の
4
大
会
社
が
激
し
い
競
争

を
展
開
す
る
よ
う
に
な
り
、

日
本
麦
酒
を
率
い
る
馬
越
恭

平
は
1
9
0
6
年
に
札
幌
、

日
本
、
大
阪
麦
酒
の
3
社
を

合
併
し
シ
ェ
ア
7
割
を
誇
る

大
日
本
麦
酒
株
式
会
社
を
発

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

足
さ
せ
た
。
そ
の
後
、
1
9

4
9
年
に
日
本
麦
酒
と
朝
日

麦
酒
の
2
社
に
分
割
。

　

日
本
麦
酒
は「
サ
ッ
ポ
ロ
」

「
ヱ
ビ
ス
」
の
商
標
を
継
承

す
る
が
当
初
は
「
ニ
ッ
ポ
ン

ビ
ー
ル
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
た
。
し
か
し
、
多
く
の
愛

飲
家
か
ら
は
「
サ
ッ
ポ
ロ

ビ
ー
ル
」
を
懐
か
し
む
声
が

上
が
り
1
9
5
6
年
に

「
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
」
を
発

祥
の
地
北
海
道
で
復
活
さ
せ

翌
年
に
は
全
国
展
開
を
始

め
、
1
9
6
4
年
に
会
社
名

を
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
株
式
会

社
に
変
更
し
た
。

　

一
行
は
ビ
ー
ル
醸
造
工
程

の
見
学
の
前
に
、
千
葉
工
場

と
隣
接
す
る
京
葉
食
品
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
南
岸
壁
に
係
留
す

る
「
南
極
観
測
船
し
ら
せ
5

0
0
2
」
の
船
内
見
学
を
お

こ
な
っ
た
。
同
船
は
既
に
現

役
の
勤
め
を
終
え
ウ
ェ
ザ
ー

ニ
ュ
ー
ズ
が
買
い
取
っ
て
い

る
が
、
W
N
I
気
象
文
化
創

造
セ
ン
タ
ー
の
管
理
の
下
一

般
公
開
を
お
こ
な
っ
て
い

（第三種郵便物認可）（5） 2017年（平成29年）8月27日（日）第 3161号

新
し
い
コ
ラ
ム
の
開
始

　

筆
者
は
今
回
か
ら
前
任
者

の
切
田
篤
氏
か
ら
の
コ
ラ
ム

枠
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
っ

た
。
今
ま
で
の
コ
ラ
ム
を
読

ま
せ
て
頂
い
た
が
、
計
量
に

か
か
る
話
題
を　

回
に
わ
た

35

り
分
か
り
や
す
く
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
て
、
残
念
な
が
ら

と
て
も
私
に
は
ま
ね
は
で
き

な
い
。
読
者
の
方
に
は
申
し

訳
な
い
が
、
私
は
私
自
身
が

現
在
興
味
を
持
っ
て
い
る
適

合
性
評
価
の
ス
キ
ー
ム
や

マ
ー
ク
制
度
な
ど
を
私
な
り

に
で
き
る
だ
け
分
か
り
や
す

く
書
か
せ
て
頂
い
て
、
計
量

関
係
の
皆
様
の
参
考
に
な
る

こ
と
を
目
指
す
こ
と
に
し

た
。

　

初
回
で
は
な
ぜ
、
私
が
こ

ん
な
『
適
合
性
評
価
』
と
い

う
こ
と
に
興
味
を
持
っ
て
い

る
か
を
説
明
し
て
み
た
い
。

こ
こ
で
『
適
合
性
評
価
』
と

は
、
定
義
も
含
め
て
次
回
か

ら
じ
っ
く
り
説
明
す
る
こ
と

に
す
る
が
、
と
り
あ
え
ず
製

品
な
ど
が
要
求
事
項
を
満
た

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実
証
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　

読
者
の
方
は
す
で
に
ご
存

知
の
通
り
、
経
済
の
多
国
間

自
由
貿
易
協
定
で
の
日
本
を

取
り
巻
く
大
き
な
動
き
が
2

つ
あ
る
。
1
つ
は
米
国
の
ト

ラ
ン
プ
政
権
が
成
立
し
た
た

め
に
先
行
き
不
透
明
に
な
っ

た
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
（
T
P
P
）
協
定
交

渉
で
あ
り
、
も
う
1
つ
は
大

枠
合
意
が
な
さ
れ
た
欧
州
と

の
日
E
U
経
済
連
携
協
定

（
E
P
A
）
で
あ
る
。
双
方

と
も
積
極
的
に
活
用
で
き
れ

ば
日
本
企
業
に
と
っ
て
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
拡
大
が
期

待
で
き
る
。

　

ま
た
一
方
で
、
い
ろ
い
ろ

な
国
の
価
格
競
争
力
を
持
つ

製
品
が
入
っ
て
く
れ
ば
、
デ

フ
レ
に
慣
れ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
購
入
に
慣
れ
た

消
費
者
は
た
や
す
く
価
格
比

較
が
で
き
る
た
め
、
聞
い
た

こ
と
の
な
い
メ
ー
カ
ー
の
安

い
製
品
を
購
入
す
る
機
会
が

増
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
口

コ
ミ
を
参
考
に
す
る
と
し
て

も
、『
思
っ
た
ス
ペ
ッ
ク
を
満

た
さ
な
い
こ
と
を
知
り
』
痛

い
思
い
を
し
た
消
費
者
が
い

つ
か
は
購
入
行
動
を
切
り
替

え
、
欧
州
（
た
と
え
ば
ド
イ

ツ
）の
消
費
者
の
よ
う
に『
希

望
す
る
ス
ペ
ッ
ク
を
満
た
す

か
実
証
の
結
果
で
あ
る
』

マ
ー
ク
を
必
ず
確
認
し
て
購

入
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
は

と
私
は
推
測
し
て
い
る
。

　

そ
の
時
に
、
製
品
に
見

合
っ
た
消
費
者
に
参
考
に
な

る
マ
ー
ク
制
度
が
国
内
で
準

備
さ
れ
て
い
れ
ば
自
由
貿
易

協
定
は
プ
ラ
ス
に
働
く
が
、

そ
う
で
な
い
と
不
幸
な
こ
と

に
な
り
か
ね
な
い
。
こ
れ
は

輸
入
に
も
輸
出
に
も
当
て
は

ま
る
。

　

私
の
興
味
は
、
そ
の
よ
う

な
問
題
意
識
で
準
備
さ
れ
て

い
る
マ
ー
ク
制
度
の
実
例
に

は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ

り
、
そ
れ
ら
は
コ
ス
ト
と
ベ

ネ
フ
ィ
ッ
ト
を
ど
の
よ
う
に

設
計
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う

こ
と
に
あ
る
。
私
の
知
る
限

り
、
欧
州
は
色
々
と
手
を

打
っ
て
お
り
、
感
心
ば
か
り

し
て
い
ら
れ
な
い
。

　

分
か
り
や
す
く
を
心
掛
け

て
書
い
て
み
た
が
、
不
慣
れ

な
と
こ
ろ
は
読
者
に
お
許
し

い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
、
こ

れ
か
ら
し
ば
ら
く
お
付
き
合

い
を
ど
う
か
お
願
い
し
た

い
。

計
量
器
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会

「
第
1
回
研
修
見
学
会
」開
催
報
告

計
量
と
適
合
性
評
価

計
量
と
適
合
性
評
価

計
量
と
適
合
性
評
価
（1）

長
野
計

長
野
計
器器

技
術
顧

技
術
顧
問問

奈
良
広

奈
良
広
一一

　

計
量
器
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

協
会
は
、
大
阪
計
量
器
連
合

会
と
合
同
の
研
修
見
学
会
を

実
施
す
る
。
こ
れ
は
会
員
各

位
の
知
識
・
技
術
の
向
上
を

目
指
し
、
ま
た
親
睦
を
図
る

上
で
毎
年
実
施
さ
れ
て
お

り
、
今
年
は
大
阪
計
量
器
連

合
会
が
主
催
し
大
阪
地
区
で

実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

今
回
は
「
大
阪
造
幣
局
」
と

「
綿
業
会
館
」
の
2
カ
所
を

見
学
す
る
。

　

大
阪
造
幣
局
は
明
治
新
政

府
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
、
1

8
7
1
（
明
治
4
）
年
4
月

4
日
に
創
業
を
開
始
。
当
時

は
機
械
力
を
利
用
し
て
お
こ

な
う
生
産
工
業
が
未
発
達
の

な
か
で
、
貨
幣
製
造
に
必
要

な
各
種
の
機
材
の
多
く
を
自

給
自
足
で
賄
っ
て
い
た
。
ま

た
、
事
務
面
で
も
自
製
イ
ン

ク
を
使
用
し
初
の
複
式
簿
記

を
採
用
す
る
な
ど
、
ま
さ
に

わ
が
国
の
近
代
工
業
化
と
文

化
の
興
隆
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
た
。

　

綿
業
会
館
は
、
1
9
3
1

（
昭
和
6
）
年　

月
に
竣
工

12

し
翌
年
の
1
月
1
日
に
開
館

し
た
建
物
で
、
戦
前
の
日
本

の
近
代
美
術
建
築
の
傑
作
と

い
わ
れ
て
い
る
。
当
時
で
は

珍
し
い
井
戸
水
を
使
っ
て
冷

風
送
気
を
お
こ
な
い
、
各
部

屋
の
窓
に
は
鋼
鉄
ワ
イ
ヤ
ー

入
り
の
耐
火
ガ
ラ
ス
を
使
用

し
て
い
た
。
そ
の
た
め
戦
火

を
免
れ
現
在
に
そ
の
姿
を
残

す
こ
と
に
な
っ
た
。
開
館
当

時
に
、
リ
ッ
ト
ン
卿
ら
の
率

い
る
英
・
米
・
仏
な
ど
か
ら

な
る
国
際
連
盟
満
州
事
変
調

査
団
の
来
館
が
あ
り
、
そ
の

後
も
各
国
の
要
人
ら
が
来
館

し
国
際
会
議
の
場
と
し
て
激

動
の
昭
和
史
を
刻
ん
で
き
た

建
築
で
あ
る
。

　

見
学
会
は
、
新
大
阪
駅
を

起
点
と
し
タ
ク
シ
ー
で
そ
れ

ぞ
れ
の
見
学
先
に
向
か
う
。

綿
業
会
館
の
見
学
終
了
後
に

同
倶
楽
部
で
懇
親
会
も
催
さ

れ
る
。
参
加
申
し
込
み
は
、

9
月　

日　

ま
で
に
事
務
局

11

（月）

宛
て
に
申
込
み
の
こ
と
。（
詳

細
は
協
会
の
H
P
参
照
）

【
日
時
】
9
月　

日　
26

（火）

【
集
合
時
間
】　

時　

分

12

10

【
集
合
場
所
】
J
R
新
大
阪

駅
構
内
千
成
瓢
箪
前

「
東
西
計
コ
ン
合
同
研
修
見

学
会
」開
催
の
お
知
ら
せ

9
月　

日
、大
阪
地
区
で

26

観
測
で
、
行
動
日
数
3
8
0

3
日
、
総
行
程
1
0
0
万
6

5
6
2　

、
郵
送
人
員
1
4

km

9
8
人
、
輸
送
物
資
量
約
2

万
3
9
0
0
ト
ン
を
数
え
て

い
る
。

　

一
行
は
2
班
に
分
か
れ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
説
明
を
受

け
な
が
ら
船
内
を
く
ま
な
く

観
察
、
約
1
時
間
の
見
学

コ
ー
ス
を
楽
し
ん
だ
。　

そ

の
後
、ビ
ー
ル
工
場
に
戻
り
、

美
味
し
い
ビ
ー
ル
が
で
き
る

ま
で
の
工
程
を
約　

分
に
わ

30

た
り
見
学
、
同
工
場
内
の
ラ

ウ
ン
ジ
で
作
り
た
て
の
「
黒

ラ
ベ
ル
」
を
試
飲
し
喉
を
潤

し
た
。

　

希
望
者
に
よ
る
懇
親
会

は
、同
施
設
に
併
設
す
る「
千

葉
ビ
ー
ル
園
」
で
お
こ
な
わ

れ
た
。
黒
ラ
ベ
ル
、
ヱ
ビ
ス

ビ
ー
ル
な
ど
の
サ
ッ
ポ
ロ
生

ビ
ー
ル
と
人
気
の
ジ
ン
ギ
ス

カ
ン
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
料
理

を
心
行
く
ま
で
堪
能
し
、
会

　

2
0
1
7
（
平
成　

）
年

29

度
関
東
甲
信
越
地
区
計
量
団

体
連
絡
協
議
会
が
山
梨
県
の

当
番
で　

月　

日　

、
い
さ

10

20

（金）

わ
温
泉
「
華
や
ぎ
の
章　

慶

山
」（
山
梨
県
笛
吹
市
石
和
町

市
部
8
2
2
）
で
開
催
さ
れ

る
。
東
京
都
計
量
協
会
お
よ

び
東
京
計
量
士
会
で
は
参
加

者
の
第
2
次
募
集
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。

【
申
し
込
み
方
法
】

　

東
京
都
計
量
協
会
ま
た
は

東
京
計
量
士
会
そ
れ
ぞ
れ
の

参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
各
事
務
局
宛
に

E
メ
ー
ル
ま
た
は
F
A
X
で

申
し
込
む
。

関
東
甲
信
越
地

区
計
量
団
体
連

絡
協
議
会
開
催

第
2
次
募
集
中

員
相
互
の
親
睦
を
深
め
た
。



　

日
頃
か
ら
ガ
ラ
ス
製
温
度

計
を
ご
利
用
の
皆
さ
ま
へ
ご

案
内
で
す
。

　

日
本
硝
子
計
量
器
工
業
協

同
組
合
は
、
ガ
ラ
ス
製
温
度

計
、
湿
度
計
、
浮
ひ
ょ
う

（
比
重
計
・
密
度
計
）
の
製

造
事
業
者
が
参
加
し
て
い
る

団
体
で
す
。

　

ま
ず
皆
様
に
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
こ
と
は
、
現
在
ご

利
用
の
、
ガ
ラ
ス
製
水
銀
温

度
計
（
以
下
、
水
銀
温
度
計
）

は
、
現
在
も
ま
た
2
0
2
0

年
以
降
に
つ
い
て
も
問
題
な

く
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

水
銀
に
関
す
る
水
俣
条
約

と
は
、
水
銀
の
一
次
採
掘
か

ら
貿
易
、
水
銀
添
加
製
品
や

製
造
工
程
で
の
水
銀
利
用
、

大
気
へ
の
排
出
や
水
・
土
壌

へ
放
出
、
水
銀
廃
棄
物
に
至

る
ま
で
、
水
銀
が
人
の
健
康

や
環
境
に
与
え
る
リ
ス
ク
を

低
減
す
る
た
め
の
包
括
的
な

規
制
を
求
め
る
条
約
で
す
。

2
0
1
3
（
平
成　

）
年　

25

10

月
に
熊
本
県
で
開
催
さ
れ
た

外
交
会
議
で
、
採
択
署
名
が

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
2
0
1
5
（
平
成

　

）
年
6
月
に
水
銀
に
よ
る

27環
境
汚
染
の
防
止
に
関
す
る

法
律
が
可
決
成
立
し
て
い
ま

す
。

　

私
ど
も
組
合
員
は
、
こ
の

法
律
で
規
制
の
対
象
に
な
る

水
銀
温
度
計
の
製
造
販
売
を

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ

の
法
律
に
よ
り
2
0
2
0

（
平
成　

）年
末
か
ら
製
造
、

32

販
売
に
関
し
て
の
適
用
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

2
0
2
0
年
以
降
は
製
造

に
つ
い
て
一
定
の
条
件
の
も

と
、
事
業
者
は
製
造
申
請
、

許
可
を
受
け
対
応
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
研
究
・
計
測
器
の

校
正
お
よ
び
参
照
を
目
的
と

す
る
製
品
、
非
電
気
式
で
高

精
密
度
の
測
定
に
使
用
さ
れ

る
も
の
は
除
外
と
し
て
従
前

ど
お
り
製
造
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ま
た
目
量
（
目
盛
）
な
ど

に
よ
り
適
応
除
外
に
該
当
す

る
水
銀
温
度
計
も
従
前
と
お

り
製
造
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

具
体
的
に
は
、

①
計
る
こ
と
で
き
る
最
高
温

度
が
3
0
0
℃
以
下
で

あ
っ
て
、目
量（
目
盛
）が
0
・

5
℃
以
下
の
も
の

②
計
る
こ
と
が
で
き
る
最
高

温
度
が
3
0
0
℃
を
超
え

5
0
0
℃
以
下
の
も
の
で

あ
っ
て
、
目
量
（
目
盛
）
が

2
℃
以
下
の
も
の
（
③
に
該

当
す
る
も
の
を
除
く
）

③
塩
酸
、
硫
酸
そ
の
他
腐
食

性
の
高
い
薬
品
の
温
度
を
計

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で

あ
っ
て
、
計
る
こ
と
の
で
き

る
最
高
温
度
が
2
0
0
℃

を
超
え
5
0
0
℃
以
下
の

も
の
の
う
ち
、
目
量
（
目
盛
）

が
2
℃
以
下
の
も
の

　

ま
た
廃
棄
に
つ
い
て
は
、

適
正
な
方
法
で
の
廃
棄
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

私
ど
も
組
合
員
の
製
品
で

し
た
ら
組
合
事
務
局
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
き
た
く

お
願
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
ガ
ラ
ス
製
温
度

計
の
優
れ
た
こ
と
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

ガ
ラ
ス
製
温
度
計
は
感
温

部
か
ら
温
度
の
指
示
部
ま
で

す
べ
て
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
温

度
計
測
に
お
け
る
示
度
の
確

認
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
構

造
で
す
。
つ
ま
り
、
温
度
計

に
不
具
合
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
構

造
で
す
。

　

一
方
、
感
温
部
と
表
示
部

が
あ
る
温
度
計
で
は
そ
の
示

度
の
確
認
は
他
の
温
度
計
で

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
つ

ま
り
、
そ
の
温
度
計
そ
の
も

の
が
正
し
く
表
示
さ
れ
て
い

る
か
の
確
認
は
そ
の
温
度
計

で
は
確
認
の
し
よ
う
が
あ
り

ま
せ
ん
。

　

ぜ
ひ
皆
様
の
ご
理
解
の
も

と
、
ガ
ラ
ス
製
温
度
計
を
ご

利
用
さ
れ
る
こ
と
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
水
銀
温
度
計
の

ご
利
用
に
あ
た
り
、
水
俣
条

約
の
ご
理
解
を
改
め
て
、
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
電
話
0

3−

3
2
6
8−

4
8
4

7
、電
子
メ
ー
ルjck

u
m
ia

i@
aioros.ocn

.n
e.jp

　

組
合
員
名
（
五
〇
音
順
）

　

ア
サ
ヒ
計
量
器
製
作
所

（有）
　

石
原
温
度
計
製
作
所

（有）
　

ク
レ
セ
ル

（株）
　

滋
賀
計
量
器
製
作
所

（有）大
明
製
作
所

　

東
京
百
木
製
作
所

（株）
　

東
亜
計
器
製
作
所

（株）東
亜
サ
ー
モ
メ
ー
タ
ー　
（株）

日
本
計
器　
（株）

日
本
計
量
器
工
業　
（株）

　

久
松
計
量
器
製
作
所

（株）
　

平
尾
計
量
器
製
作
所

（有）
　

三
井
計
量
器
製
作
所

（有）
　

明
治
計
量
器
製
作
所

（株）山
崎
計
器　
（株）

　

山
崎
計
量
器
製
作
所

（株）
　

横
田
計
器
製
作
所

（株）
　

吉
野
計
測

（株）
　

渡
部
計
器
製
作
所

（株）
　

ワ
ー
ル
ド
計
量
器

（株）
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ガ
ラ
ス
製
水
銀
温
度
計
は
現
在
も
、

今
後
も
使
用
で
き
ま
す
。

　

日
本
硝
子
計
量
器
工
業
協
同
組
合

ガ
ラ
ス
製
温
度
計
を
ご
利
用
の
皆
さ
ま
へ

埼
玉
県
計
量
協
会

9
月　

日　

、県

21

（木）

計
量
検
定
所

　

埼
玉
県
計
量
協
会
は
「
計

量
法
政
省
令
改
正
に
係
わ
る

説
明
会
」
を
、
9
月　

日　

、

21

（木）

埼
玉
県
計
量
検
定
所
3
階
大

会
議
室
で
開
催
す
る
。

【
日
時
】
9
月　

日　

、　

21

（木）

14

時
～　

時
16

【
場
所
】
埼
玉
県
計
量
検
定

所
3
階
大
会
議
室

【
内
容
】
計
量
法
政
省
令
の

改
正
の
ポ
イ
ン
ト

【
講
師
】
埼
玉
県
計
量
検
定

所
職
員

【
定
員
】　

名
40

【
申
込
締
切
】
9
月　

日　
15

（金）

（
先
着
順
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】
協
会
＝

F
A
X
0
4
8
―
6
6
8
―

0
3
3
0
、
電
話
0
4
8
―

6
6
6
―
4
7
8
7

　

京
都
府
計
量
協
会
は
「
計

量
法
政
省
令
改
正
に
係
る
説

明
会
」
を
、
9
月　

日　

、

29

（金）

京
都
市
南
区
の
京
都
テ
ル
サ

東
館
で
開
催
す
る
。

【
日
時
】
9
月　

日　
29

（金）

【
会
場
】
京
都
テ
ル
サ
東
館

3
階
B
会
議
室
（
京
都
府
京

全
国
各
地
で
計
量
法
政
省
令
改
正

に
係
わ
る
説
明
会
を
開
催

京
都
府
計
量
協
会

9
月　

日　

、京

29

（金）

都
テ
ル
サ
東
館

都
市
南
区
東
九
条
下
殿
町
7

0
、
電
話
0
7
5
―
6
9
2

―
3
4
0
0
）

【
定
員
】　

名
（
先
着
順
）

60

【
参
加
費
】
一
般
2
0
0
0

円
、
会
員
無
料

【
主
催
】
京
都
府
計
量
協
会

計
量
士
部
会

【
申
込
方
法
】電
子
メ
ー
ル
、

F
A
X
、
電
話

【
問
い
合
わ
せ
先
】
協
会
＝

〒
6
0
2
―
0
9
1
8
、
京

都
市
上
京
区
薬
屋
町
4
3

1
、
電
話
0
7
5
―
4
1
5

―
3
1
6
6

　

J
I
S
制
定
・
改
正

　

経
済
産
業
省
は
8
月　
21

日
、8
月
分
の
J
I
S
制
定
・

改
正
を
公
示
し
た
。
計
量
計

測
関
連
の
J
I
S
の
制
定
・

改
正
は
次
の
と
お
り
。

■
制
定
＝
液
体
充
満
圧
力
式

指
示
温
度
計（
B
7
5
4
9
）

■
改
正
＝
▽
蒸
気
圧
式
指
示

温
度
計
（
B
7
5
2
9
）
▽

ブ
リ
ネ
ル
硬
さ
試
験
―
試
験

機
の
検
証
及
び
校
正
（
B
7

7
2
4
）
▽
ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ル

硬
さ
試
験
―
試
験
機
及
び
圧

子
の
検
証
及
び
校
正
（
B
7

7
2
6
）
▽
ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ル

硬
さ
試
験
―
基
準
片
の
校
正

（
B
7
7
3
0
）
▽
ブ
リ
ネ

ル
硬
さ
試
験
―
基
準
片
の
校

正
（
B
7
7
3
6
）

（
⑤
面
の
つ
づ
き
）


